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	１．授業の目標
	・書の伝統に基づき書写能力の向上を図り，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付ける。
	・書の表現方法や形式，その多様性などについて幅広く理解する。
	・書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて表現を構想し，工夫した作品を作り上げる。
	・主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育む。
	・作品制作と鑑賞の全体を通じて名筆を生かした表現や現代に生きる表現を学ぶ。
	２．授業のすすめ方
	・新しい課題の前に，それに付随する事柄や要点を解説し，練習から清書提出まで行う。
	・実技指導時は，全体への説明の他，机間巡視，個人添削を含めた指導も併せて行う。
	・電子黒板及びタブレットを積極的に使用した授業を行う。
	・グループでの話し合い，作品鑑賞等，アクティブラーニング型授業を取り入れていく。
	３．学習上の留意点
	・道具を使える状態できちんと用意し，忘れ物がないようにすること。
	・集中した授業環境を構築できるように努めること。
	・課題（清書）の提出遅延が発生しないように留意すること。
	４．副教材・参考書
	・副教材なし。
	・参考資料として『中国法書選（二玄社）』や関連書籍等をロイロノートスクールで配信し，教科書では取り上げきれなかった箇所について補充する。
	５．評価方法
	・出欠状況・授業態度，書道に対する熱意の評価（評価全体の４０％）
	・清書作品の評価（評価全体の６０％）
	６．定期考査
	・実施なし。
	指導計画

